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あらまし：本研究では，京都府舞鶴支援学校本校及び行永分校の教員を対象として 3Dプリンタを活用し

た教具・教材開発の可能性を探るとともに，教員が必要とする教具・教材の実態をアンケートにより明ら

かにする．この結果をもとに，要望の 1 つとして挙がったリンク機構の教材に着目し，3D プリンタによ

り初学者である特別支援学校教員が容易に学ぶことができるリンク機構の教材を新たに製作する．また，

特別支援学校にて出前授業を実施することで，教員のアンケート結果から教材の満足度を評価する． 
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1. はじめに 

筆者らは，「特別支援学校教員に対してモノづくり

力の向上を図る出前授業を実施する」ことで，特別

支援学校教員のニーズを各自で解決する力を養成す

ることを目的とした取り組みを実施している 1）．こ

の取り組みは，京都府舞鶴支援学校本校及び行永分

校（以下，本校と行永分校と略す）を対象としてお

り，年に数回実施している．これまでに，特別支援

学校教員に対してある一定の技術力向上の成果が得

られており，授業において製作した支援機器を使用

することで，子供の自立的・能動的な活動の支援に

つながった事例も多数ある．当初の出前授業では，

要望として多かったスイッチ類を題材としてきたが，

必要な個数が満たされるにつれ，新たに機構学の知

識を応用したモノづくりの要望が出てくるようにな

った． 

本研究では，初学者から順序立てて学ぶことがで 

きる機構学入門教材を，自由度が高い 3D プリンタ 

 

を用いて製作することを目指す．研究を進めるに際

して，本校と行永分校の教員を対象として，3D プリ

ンタを活用した教具・教材開発の可能性を探るため

にアンケート調査を実施し，教員が必要とする教

具・教材の実態を明らかにした．このアンケート結

果に基づき，新たなリンク機構を開発した． 

 

2. 3D プリンタを用いた教具・教材開発に関

する調査とその結果 

2.1 調査内容と対象者 

本校と行永分校の教員を対象に実際に使用したア

ンケート調査内容の一部抜粋したものを図 1 に示す．

設問 1は，3Dプリンタに関する教員の要望を調査す

るための内容である．設問 2 は，日頃の授業で困っ

ていることやニーズ等がある場合に記述を求める内

容である．設問 3 は，本研究の目的である 3D プリ

ンタを使ってリンク機構を作った際の使い道に関す

る記述を求める内容である． 

  

１．3D プリンタについて，当てはまるところに○印を付けてください（複数可）。 

①（     ）機会があれば，3D プリンタを実際に体験し，自分にとって必要な教材・教具等を作ってみ 

たい。 

②（     ）3D プリンタで作られた教材・教具を紹介してほしい。それらを使って授業を行ってみたい。 

③（     ）3D プリンタで教材・教具を作ってほしい。それらを使って授業を行ってみたい。 

④（   ）その他 

１．１ １で③に〇を付けた先生にお聞きします。3D プリンタを使って作ってほしい教材や教具は，何 

ですか（複数回答可）。 

１．２ １で④に〇を付けた先生にお聞きします。具体的なお考えやご意見を聞かせてください。 

２．日頃の授業で困っていることやニーズ等があれば，以下にお書きください。 

３．3D プリンタを使ってリンク機構を作ろうとしています。リンク機構を使って何かしたいことはあり 

ますか？ 

図 1 アンケート内容の抜粋 
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2.2 アンケート内容の結果 

設問 1 の 3D プリンタに関する教員の要望をまと

めると，無回答が 1 名いるが，質問番号①の回答者

は 15 名，②は 12名，③は 8 名，④は 0 名となった．

このことからも教材・教具の製作等に興味を持ち，

教材・教具をを授業に生かしたいと考えている教員

が多数いることが分かる． 

設問 1.1 では，設問 1 における項目③に印を回答

した対象者に対し，3D プリンタで作ってほしい具体

的な教材や教具について自由記述で回答を求めた．

解答結果を表 1 に示す．表 1 より，学習教材として

のモデルや実験器具，補助具が挙げられており，日

常の教育に直結した教材・教具の要望が多いことが

分かる． 

設問 2 については，アンケート調査に記入した教

員は 0名であった．  

設問 3 は，機構学の基礎となるリンク機構の認知

度を調査するために用意したが．設問 2 と同様に回

答者は 0 名であった．このことより，リンク機構に

ついての認知度が低く，すべての教員がリンク機構

について知っているわけではないため，機構学入門

教育の実施が必要であると考えられる． 

 

表 1 要望として挙がった教材・教具 

 
 

3. リンク機構入門教材の開発 

リンク機構入門教材の部品は，単純な形状や反復

形状をモデル化しやすいプログラミングソフト

（OpenSCAD）を用いて制作した．図 2 に，部品制

作時のプログラミング例と実行時におけるモデル例

を示す．これを STL ファイルに変換し，3D プリン

タで出力すれば図 3 のような部品が出来上がる．部

品の出力時間は，出力速度や部品の厚み、大きさに

よって異なるが長さ 10cm×幅 1cm×厚み 3mmのもの

であれば 10 分程度である． 

開発したリンク機構入門教材は，軸に磁石を取り

付けてあるので，マグネット板等の任意の位置に固

定させることができる．また，自在に支点を移動さ

せることができるため，初学者でも容易にリンク機

構を組み立てることができ，学習が易しくなった． 

 特別支援学校教員に対する聞き取り調査では，新

しく開発したリンク機構入門教材は，固定端を自由

に移動させることができるため，初学者でもリンク

機構を理解しやすいという評価が得られている． 

 

 
(a) リンクモデルのプログラム例 

 
 

(b)プログラム実行時におけるリンクモデル例 

図 2 OpenSCAD によるモデリング 

 

 
図 3 新しく開発したリンク機構入門教材 

 

4. まとめ 

 本研究では，京都府舞鶴支援学校本校及び行永分

校の教員を対象として 3D プリンタを活用した教

具・教材開発の可能性を探るとともに教員が必要と

する教具・教材の実態をアンケートにより明らかに

した．アンケート結果をもとに，要望の 1 つとして

挙がったリンク機構の教材に着目し，3Dプリンタに

より初学者である特別支援学校教員が容易に学ぶこ

とができるリンク機構の教材を新たに製作した． 
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○モデル ・人体・分子・DNA・天体モデル

・立体的な手形

○実験器具 ・ビｰカｰ・温度計用ホルダ

・凹みスライドグラス

○遊具 ・キュボロ

・ブレスレット

・割れる果物

・楽器

○補助器具 ・固定具付きまな板

・筆記補助具

・握り易くて押し引きで物の動作

や移動が出来るもの
・使い易いハサミの持ち手

背面マグネット 

磁石 

磁石 

リンク 

教育システム情報学会 　JSiSE2019

2019/9/11-9/13第44回全国大会

― 416 ―




